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さいたま市長８月定例記者会見 

平成２５年８月８日（木曜日） 

午後１時３０分開会 

〇 進  行   定刻となりましたので、市長定例記者会見を始めさせていただきます。 

         それでは、記者クラブ幹事社のＮＨＫさん、進行をよろしくお願いいた

します。 

〇 ＮＨＫ    よろしくお願いします。８月の幹事社のＮＨＫです。先週東京の本社か

ら異動してきたばかりです。すいません、まだふなれな部分もありますが、

よろしくお願いいたします。 

         それでは、記者会見の内容につきまして、市長からご説明よろしくお願

いいたします。 

〇 市  長   皆さん、こんにちは。いよいよ本日から第９５回全国高等学校野球選手

権記念大会が開会となりました。埼玉県代表として本市緑区にございます

浦和学院高等学校が危なげなく県予選を勝ち抜き、２年連続、１２回目の

出場を果たします。皆様ご存じのとおり、４月の春の選抜高等学校野球大

会において全国連覇をしていることから、春夏連覇を果たし、本県に初め

て優勝旗を持って帰ってきていただきたいという期待の声は大変大きく、

プレッシャーも相当なものではないかと思いますが、選手の皆さんには怪

我なく、すばらしい青春の思い出として一試合一試合、全力でひたむきに

戦ってくれればと考えております。 

幸い、監督や選手の皆さんと先日お会いしたときにも、春の全国優勝で

慢心することなく、冷静に、また怠りなく準備をされている様子がうかが

われ、非常に頼もしく感じました。市民の皆様も浦和学院の活躍を温かく

見守っていただき、大きな声援を送っていただきたいと思います。 

         では、本日の議題に入らせていただきます。 

市長発表：

議題「エコモビリティ２０１３水原（スウォン）会議

に参加します」
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それでは、本日の議題でございますが、来る９月の１日から４日まで韓

国の水原（スウォン）市で開催されます、この「エコモビリティ２０１３水

原会議」に参加することにつきまして説明をさせていただきたいと思いま

す。 

         まず初めに、エコモビリティ２０１３水原会議の概要についてご説明を

いたします。 

         開催地は、韓国の水原（スウォン）市でございまして、首都のソウルか

ら３０分前後の場所にある市でございます。 

         水原（スウォン）市への訪問は、昨年の４月にさいたま市訪問団として

市議会議員団、また商工会議所の皆様と伺って以来ということになります。 

         今回の「エコモビリティ２０１３水原会議」につきましては、自治体リ

ーダー、そして交通計画の専門家、エコモービルの製造者などがエコモビ

リティに関しまして意見交換、そして情報共有を行い、世界が目指すべき

方向性を認識することを目的とした会議でございます。 

         今会議は、前回は韓国の昌原（チャンウォン）市で開催され、さいたま

市の参加は今回が初めてということになります。 

         参加者は、現在のところ、世界各国から１００人以上を見込んでいると

聞いております。 

         会議では、水原市を実証実験地域とした未来のエコモビリティ都市の実

験の視察をさせていただく、それから水原市長によります特別講演、また

各テーマに関する首長の発表、イクレイ加盟に伴うイクレイ会員証の授与

式、またさいたま市ブースの設置などが行われる予定となっております。 

         この「イクレイ」というのは、ドイツのボンを本部とします、持続可能

な開発を公約した地球環境に取り組む先進自治体及び自治体協会で構成さ

れている国際的な連合組織であり、本市は今年の７月に加盟させていただ

きました。 

         現在では世界で８３カ国、１，０００以上の自治体等で構成されており

まして、日本国内では１９の自治体が加盟しております。政令市では１１市

ということになります。 

         次に、この会議に行って何をするかということでありますけれども、特

に首長発表ではさいたま市も発表させていただけるということになってお
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りまして、私が発表させていただくことになっております。 

         講演では、テーマとしては、さいたま市が取り組んでいる２つの施策と

いうことで、１つは電気自動車の普及施策であります「Ｅ―ＫＩＺＵＮＡ 

Ｐｒｏｊｅｃｔ」について。 

ここでは、企業との協定でありますとか、あるいはプロジェクトの基本

方針であります充電セーフティネットの構築、また需要創出とインセンテ

ィブ付与、地域密着型の啓発活動といった取り組み、また全国産官学のＥ

Ｖ会議でございます「Ｅ―ＫＩＺＵＮＡサミット」などについて報告、発

表させていただく予定でございます。 

         ちなみに、このＥ―ＫＩＺＵＮＡサミットでありますが、これまで平成

２２年と２３年はさいたま市で開催をさせていただきまして、まさにさい

たま市発の会議でありますが、昨年度は浜松市で行われ、今年度はつくば

市で行われる予定となっております。 

         次に、もう一つのテーマは、「次世代自動車・スマートエネルギー特区」

の重点プロジェクトの一つでもあります「超小型モビリティ導入促進事業」

についてでございます。 

これは、先般も発表させていただいておりますけれども、さいたま市と

本田技研工業株式会社、また株式会社本田技術研究所で構成をいたします

「さいたま市小型電動モビリティ利活用推進協議会」が平成２５年５月

３０日に申請いたしました超小型モビリティの導入促進事業の事業計画が

平成２５年６月２８日に国土交通省から認定をされたところであります。 

国内初となる新たなモビリティ開発とまちづくり連携をコンセプトとし

た超小型モビリティを活用した超小型モビリティ導入促進事業の事業計画

について紹介をしていきたいと考えております。 

         また、会議中はさいたま市ブースというものを設置させていただきまし

て、こうした取り組みのパネル展示、またリーフレットの配布などを行わ

せていただく予定でございます。 

         今回の会議については、９月１日から４日までとなっておりますが、私

自身が参加をさせていただくのは１日から２日ということでございまして、

１日は午前中は防災訓練がございますので、それが終了してから日本を出

国をしまして、夜、もうかなり深夜になりますけれども、水原（スウォン）
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市に到着をして、翌日の早朝から水原市の市長と面会、そして市長の講演、

それからイクレイの会員証の授与式などに参加をさせていただきまして、

そういった日程をこなした後、午後、夕方近くの午後になりますけれども、

韓国を発って日本に帰ってくるというスケジュールでございます。 

         今回、このエコモビリティ会議への参加を通しまして、さいたま市のエ

コモビリティに係る施策を海外に発信していき、本市が環境未来都市の実

現に向けた先導的な都市であることを国内外にアピールをしていきたいと

いうふうに考えております。 

         私からの説明は以上でございます。 

〇 ＮＨＫ    はい、ありがとうございます。それでは、この件に関して、幹事社から

質問させていただきます。

         まず、講演なさるということですけれども、一番どのような点を訴えて、

ポイントとしては、いかれるんですか。

〇 市  長   そうですね。１つは、ここ数年来にわたって取り組んできました、電気

自動車を中心とした次世代自動車への本市の取り組みについて発表させて

いただこうと思っていますのと、つい先般指定をしていただいたばかりの、

超小型モビリティ、２人乗りのモビリティ、ホンダと連携して進めている

事業でありますけども、これらの取り組みについて発表させていただくこ

とによって、さいたま市の先進的な取り組みというのを多くの皆さんにお

知らせしていきたいと思っているところであります。

         ちょうど昨年だったでしょうか。この昌原（チャンウォン）市に行った

ときにもですね、教育関係の会議でありましたが、環境に関する取り組み

ということで、こういった取り組みを一部発表させていただいたところで

ありますけれども、大変大きな反響を呼びまして、今回も先般水原市の市

長がお見えになったときに、またこういった会議をやるので、ぜひ出席を

しないかというようなお声がけもいただいたところであり、今回はそうい

う意味では環境先進都市としてのさいたま市を大いにＰＲする場にしてい

きたい、このように思っています。 

〇 ＮＨＫ    今おっしゃっていただいたこの超小型モビリティなんですけれども、こ

議題に関する質問
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れの今の現状と、今後予定といいますか、こういう動きがありますよとい

うのがあれば。 

〇 市  長   超小型モビリティについてはですね、現在まだモビリティが完全に開発

が終わっておりませんので、１月以降に市内でまず２台の実験走行を予定

をしております。そして、平成２６年から２７年度にかけまして、大宮と

浦和美園地域での社会実験として、１１台の走行を予定しておりまして、

カーシェアリングあるいはこういったものを使った実証実験などを行って

いく予定としております。 

〇 ＮＨＫ    あと、この市役所の前にちょうど電気自動車の、何というんですかね。

充電。 

〇 市  長   はい、充電器。 

〇 ＮＨＫ    充電できるものがあって、ああ、すごく力入れて取り組んでいらっしゃ

るんだなと思いました。きょう実際に止まって充電している車もあったん

ですけれども、やはりまだまだ電気自動車は普及になっていないと思うん

ですね。この超小型モビリティのほうは本当に最新ということで、まだ実

験段階でしょうし、まずは今販売されている電気自動車をどのように増や

していくかという点がすごく重要だと思うんですけど、そのあたりさいた

ま市として何か政策とかやっているものあるんでしょうか。 

〇 市  長   これまでもずっと継続しておりますが、電気自動車を購入する際の一部

補助金を支出をさせていただいたり、あと急速充電器の設置についても補

助制度などを設けまして、セーフティネットとしての急速充電器をより一

層普及させて、それが充実をしてくるということとあわせて、今非常にガ

ソリンも高騰していますので、ランニングコストという意味では非常に安

く活用できるということもありますので、電気自動車の普及促進もあわせ

てやっていこうと考えております。 

〇 ＮＨＫ    わかりました。はい。長くなりました。幹事社からは以上です。 

         各社、この件に関しての、まず質問よろしくお願いします。 

〇 埼玉新聞   済みません、埼玉新聞ですが、今のＥＶ補助金に関して、申請が始まっ

ていると思いますけれども、今の申請状況を教えてください。 

〇 事務局    環境未来都市推進課です。 

         現在の補助金の申請状況なんですけども、２２台ということで補助の申
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請を受け付けしております。 

〇 埼玉新聞   総枠は何台分でしたっけ。 

〇 市  長   全体の。 

〇 事務局    今年度ですね、ＥＶに加えまして、ＰＨＶという車についても補助対象

としております。それらを含めまして１００台程度を見込んでおります。 

〇 市  長   ほかにはいかがでしょうか。 

〇 ＮＨＫ    よろしいですか。 

幹事社から質問させていただいております。ツールドフランス、あっ、

さいたま市でやるんだということで、私、東京にいるときも非常に注目し

ていたんですけれども、２カ月余りということになってきましたけれども、

非常に全国から、埼玉でツールドフランスがということは注目浴びている

と思いますが、今のところの進捗状況ですとか、有名な選手が出るのかと

か、教えていただければと思います。 

〇 市  長   それでは、さいたまクリテリウムｂｙツールドフランスについての進捗

状況についてお答えをしたいと思います。 

         まず、出場選手につきましては、先ごろ行われましたツールドフランス

第１００回記念大会の優勝者を含む上位選手を中心に、現在ＡＳＯサイド

で調整をしていただいております。その中から２０人から３０人選ばれて

くるということになっております。 

         また、国内選抜選手１０人から２０人につきましても、現在日本自転車

競技連盟に依頼して選考していただいているところでございまして、いず

れも今月中をめどに出場選手が決定する見込みとなっております。参加選

手が決定次第、速やかに皆様にお知らせをしたいと思っております。 

         また、今回ツールドフランス本大会に唯一出場されております日本人選

手の新城幸也選手につきましては、モンサンミッシェルでお会いした際、

さいたまクリテリウムへの参加に意欲を示されておりましたので、出場い

ただけるのではないかと考えております。 

         また、協議内容については既にもう発表しておりますが、さいたま新都

幹事社質問：さいたまクリテリウム BY ツールドフラ
ンスの進捗状況について
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心周辺の特設コース、１周２．７キロメートルを２０周走行するクリテリ

ウムメインレース、また出場選手を半分ずつに分けて行うポイントレース、

それからエリミネーションレースというものを予定しております。 

         また、一般参加者によりますコース体験走行も行う予定にしております。

安全確保の観点から競技レースは行いませんが、実際に選手が走行するコ

ースを体験できるという魅力的な企画となっております。一般参加者の募

集につきましては、９月を予定しております。応募者多数の場合は、抽せ

んということになります。 

         また、サイドイベントにつきましては、さいたまスーパーアリーナのコ

ミュニティアリーナやけやき広場におきまして、スポンサー企業のＰＲブ

ースや地元産品、それからフランス産品の飲食物販、そして自転車安全教

室、にぎわい創出のステージイベントなど、あらゆる世代が楽しめるよう

な企画を用意してございます。 

         さいたま新都心駅東側におきましても、周辺の企業の協力のもとに、大

会を盛り上げるイベントを企画いたしております。 

         また、大会当日は大宮駅西口鐘塚公園におきまして、大宮区民まつりと

タイアップした大宮サテライト会場というものを設置させていただきます。 

また、浦和駅東口駅前市民広場では、商工団体等と連携をした浦和サテ

ライト会場をそれぞれ設置してまいります。 

         さらには、なかなか埼玉までお越しをいただくことができない西日本の

皆さんにもお楽しみいただくために、関西空港とタイアップをして、西日

本サテライト会場も設置する予定となっております。関西空港では、当日

だけではなく、さいたまクリテリウムのＰＲを初め、埼玉の観光物産の情

報発信や販売なども１カ月ほど前からオータムフェアとして期間中実施い

ただく予定となっております。 

さいたま新都心で繰り広げられる興奮と感動を同時中継で関西の皆さん

にもお伝えをしていきたいと考えております。 

         また、大会当日だけでなく、９月下旬開催予定で集客が見込まれており

ますさいたまカーフリーデー、また１０月中旬開催予定の、東京で開催す

る予定の「のびのびシティさいたま市フェア」などにおきましても、大会

ＰＲを兼ねてプレイベントを行っていく予定でございます。 
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         また、市役所庁内の雰囲気を盛り上げるために、大会正式ロゴをあしら

った職員用のオリジナルポロシャツを現在作成中でございまして、勤務時

はもちろん、普段着としても活用して、職員みんなで応援する形にしてい

きたいと思っております。８月下旬ぐらいに着用が開始されるということ

になると思います。 

         また、大会運営に必要なボランティアにつきましても、医師、看護師資

格を有する方、また英語またはフランス語ができる方、手話ができる方、

さらには会場誘導ボランティアなど、現在市報８月号や公式サイトなどで

広く募集をしているところでございます。 

         また、その他交通規制、雑踏警備等の警察との調整をはじめ、消防との

救急体制の確認、仮設建築物、屋外広告物など各種法令手続等についても

関係機関と現在協議を進めているところであります。 

         また、周辺住民への説明、ＪＲ東日本を初め、バス、タクシー等、公共

交通事業者への協力依頼など、大会運営に遺漏のないように、また周辺住

民の生活や企業活動への影響を最小限に抑えられるよう、鋭意準備に取り

組んでいるところであります。 

         また、昨日はフランス大使館にも訪問させていただきまして、臨時代理

大使と直接話し合いの場を持つことができました。大使館としても、この

イベントに大変関心を持っており、連携方策などについてアドバイスをい

ただくことができました。今後の継続開催に向けて、力強いパートナーに

なっていただくことを望んでいるところであります。 

         以上でございます。 

〇 ＮＨＫ    ありがとうございます。 

         この件につきまして、やはり自転車のまちとしてこれからさいたま市、

エコということもありますけれども、売っていく考えなどあるのかなとい

う点と、あとごめんなさい、そもそもこのツールドを誘致した一番の目的

をもう一度教えていただけますか。 

〇 市  長   前後関連いたしますので、先ほど水原の会議のお話もさせていただきま

したけど、さいたま市は、環境先進都市としての取り組みを行っておりま

幹事社質問に関する質問
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して、いわゆるＣＯ２の割合でいいますと、自家用自動車が排出するＣＯ

２がさいたま市はほかの都市と比べて非常に多いというのが特徴の一つと

なっています。 

         その中で、これから自転車というのが、１つは環境という視点からも、

それからもう一つ、さいたま市は急激に高齢化が進んでいくというふうに

予測されているわけでありまして、健康という視点からもこの自転車とい

う乗り物がこれからさいたま市にとって大変重要な役割を果たしてくるだ

ろうということで、１つは自転車を大いに活用したまちづくりを進めてい

こうということがございます。 

         そして、埼玉、これ県全体でいいますと、自転車の保有率、県民１人当

たりの保有台数は全国でナンバーワンということでもございますし、非常

に自転車が広く市民の皆さんに使われているまちでもございますので、こ

ういったことを大いに活用して、自転車のまちづくりを進めていこうとい

うことが１つ。 

         それからもう一つはさいたま市は「スポーツのまちづくり」というのも

あわせてやっておりまして、スポーツが持っているさまざまな力ですね、

健康の維持増進、あるいは青少年の育成ということだけではなくて、地域

の一体感をつくっていく地域意識の醸成であるとか、あるいは地域経済の

活性化に寄与させようということで、一昨年、さいたまスポーツコミッシ

ョンというのを立ち上げまして、これまでも全国的な大会、あるいは国際

的な大会を誘致をしてきたところであります。そういう意味では、このイ

ベントをそれの一つの目玉にしていこうということで、経済の活性化にも

寄与させたいという思いがございます。 

         自転車のまちづくりについては、今年度からまず一つは（原則）小学校

４年生の子供たちに対しまして、子ども自転車運転免許を取っていただこ

うということで、昨年までは８４校（７８校）（会見後修正）だったですか

ね。詳しい数字は、もしかしたらちょっと違っているかもしれませんけれ

ども、ことしは１０４校（１０３校）（会見後修正）全校に対してこれを実

施をさせていただく予定になっております。 

         それから、現在策定をしているところでありますが、自転車道のネット

ワークを整備していこうということで、その構想、計画づくりを現在取り
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組んでいるところであります。 

         また、今年の５月からコミュニティサイクルをスタートさせました。現

在は１２カ所でございますけれども、今後２０カ所にまで広げていこうと

いうことで、コミュニティサイクル、これをさらに広げていこうと考えて

おります。 

         いずれにいたしましても、この自転車を安全に、しかも楽しく活用して

いくまちづくりを今後このツールドフランスを誘致をしたことを一つの契

機として進めていきたいと、このように考えているとこであります。 

〇 ＮＨＫ    非常にこの自転車でのまちづくりというのは、おっしゃるように自動車

のＣＯ２もなくすし、健康でもということで、私も普段自転車好きで乗っ

ているんですけれども、まず自転車が、埼玉県が日本ナンバーワンという

のは驚きだったんですが、その分ですね、やはり駐輪場もたくさん作らな

きゃいけないと思うんですね。駐輪場の数も日本ナンバーワンでなければ

ならないと思うんですが、特にやっぱり駅前とか、今まで駅までバスで行

っていた人が、ちょっと健康も含めて、自家用車で行っていた人が健康も

あれで自転車で行こうというときに、やっぱり駐輪場がないと、違法駐車

もありますし、そのあたりの政策は。 

〇 市  長   そうですね。駐輪場の整備も駅前周辺のまちづくりとあわせまして今進

行させているところでございまして、昨年度中で多分武蔵浦和は終わった

りもしていますし、あと今計画中も幾つかございますけども、やはり放置

自転車の問題なども、これ片方で大変大きな問題でもありますので、そう

いったことにも現在取り組んでいるとこであります。 

         コミュニティサイクルを逆に活用していただくことで、少しそういった

部分にも、解消というか、緩和をするための一つの役割を担ってほしいと

考えて、このコミュニティサイクルの導入も今図っているところでござい

ます。 

〇 ＮＨＫ    ただ、コミュニティサイクルは、まだ目標としても２０ぐらいなんです

よね。 

〇 市  長   そうです。今のところは、大宮駅、大宮周辺を中心にやっておりますが、

将来的にはさいたま市全域にこのステーションをつくっていきたいなと思

っております。 
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〇 ＮＨＫ    例えば今まで、私まだ初心者なんですけど、浦和の駅の周り、割と駐車

場があるなと思ったんですけど、そこを例えば駐輪場にするとか、そうい

うお考えとかはあるんですか、そこまでは。 

〇 市  長   そうですね。駐車場もある程度やはり確保しておかなければいけないと

いうことで考えておりますんで、当面は駐車場と駐輪場はちょっと別個の

ものとして多分整備していく必要があるかなというふうには思っておりま

す。 

〇 ＮＨＫ    じゃ、駐輪場を増やしていくというようなことでよろしいんでしょうか。

はい、わかりました。 

         はい、幹事社から以上です。この件について、各社お願いします。 

〇 埼玉新聞   埼玉新聞です。 

         こちらの大会の成功するかどうか、私考えるには、市民がどれだけ関心

持って、またかかわっていくか、大きな鍵かなと思います。それでですね、

私ちょっと聞いたところによると、特定の例えば組織とか団体にとらわれ

ないで、この大会をどう盛り上げていこうかということで集まりを持った

りするような動きが一部始まっていると聞いています。 

         先ほど市長がいろんな取り組みをやるということでおっしゃっていまし

たが、その中で例えば市民にかかわってもらうようなもの、取り組み、今

後大会まで、もしくは大会当日、どのようなものを考えていらっしゃるか、

今時点でですね、決まっているものあればお願いします。 

〇 市  長   大きくは、この大会を見るという視点と、支えるという視点と、それか

らもう一つは……３つぐらい視点あると思っていますけど、１つは大会を

より多くの人に見ていただきたいというのが１つですね。 

それからもう一つは、するという部分で先ほど言いましたけれども、市

民参加の部分もございますので、そういったものに参加をしていただいた

り、あるいはボランティアとして協力をしていただいたりというようなこ

ともあると思います。 

それからもう一つは、やっぱり広報という部分で、今お話のあったとお

り、今いわゆるフェイスブック等でいろんなネットワークを組んでいらっ

しゃる方々であるとか、昨日も取材に来ていただきましたけど、ニュービ

ジネス協議会の方々であるとか、あるいは大学生とかですね、それぞれい
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ろんな形で、この「さいたまクリテリウムｂｙツールドフランス」を盛り

上げていこうというような動きが、いろんなところでおかげさまで出てき

ておりまして、それによっていろんな広報に努めていこうであるとか、あ

るいは自分たちなりの盛り上げ方をいろいろ考えて取り組み始めて、私た

ちが直接絡まない形であったり、あるいは一部連携をさせていただきなが

ら取り組んでいただいたりもしている状況がございます。 

これは、私たちにとっても大変いいことであると思いますし、ありがた

いことであると思っております。 

         今回のツールドフランスという大会は、単に国際的な自転車レースを開

催するということだけではなくて、先ほども言いましたけども、さいたま

市の地域経済の活性化でもあったり、あるいは先ほど申し上げるのをちょ

っと忘れてしまいましたが、さいたま市のブランド力ですね。 

スポーツのまちとしてのブランド力をさらに高めるためにも、大変大き

な大会であると認識をしております。 

ですから、私自身も先般もフランスへ行って記者会見などもやらせてい

ただいたりですね、世界に、そして全国に発信ができる、またしたいイベ

ントでありますので、そのためには多くの市民の皆さんにもかかわってい

ただいて、それぞれやれること、あるいは工夫しながら、楽しみながらこ

のツールドフランスを盛り上げていっていただきたいなと思っておりまし

て、いろんな動きが出ていることを私たちは歓迎の目で見ているというと

ころでもございます。一部連携できるところは連携をしていきたいと、こ

のように思っています。 

〇 埼玉新聞   じゃ、そういった動きで、連携できるものはどんどん連携していくとい

うお考えだということですね。 

〇 市  長   そうですね。 

〇 埼玉新聞   わかりました。ありがとうございます。 

〇 市  長   ほかにはいかがでしょう。 

〇 ＮＨＫ    よろしいでしょうか。 

〇 朝日新聞   済みません。 

〇 ＮＨＫ    どうぞ。 

〇 朝日新聞   スポンサーの件でお伺いします。 
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         １カ月ぐらい前は、何か目標額の半分強という話だったんですけど、今

の進捗状況をお聞かせ願いたいというのと、スポンサーの額がもともと

１億５，０００万円ぐらい目標だったと思うんですが、それが変わってい

ないかということをお聞かせください。 

〇 市  長   現在ですね、スポンサー協賛については引き続き継続的に協力の依頼、

あるいは検討をしていただいている状況がございます。 

目標額は変わっておりません。やや遅れてはいますが、順調に推移して

いると思っております。詳しい話は、現時点ではちょっといろんな影響が

ございますので、申し上げられませんけれども、やや遅れていますが、順

調には進んでいるというふうに考えております。 

ぜひ前向きに、積極的に記事を書いていただいて、マイナスな記事が出

ますと、物すごい影響が実を言うとあってですね、いろんな反応が私たち

あって苦慮しているところであります。これ世界で初めてのチャレンジな

んです。ぜひ応援してください。 

〇 ＮＨＫ    じゃ、ツールドはよろしいでしょうか。 

         じゃ、そのほか何か質問ございましたらよろしくお願いします。 

〇テレビ埼玉   テレビ埼玉ですけれども、先日世界水泳で金を獲得した県内出身の瀬戸

大也選手の快挙についてなんですけれども、先日、上田知事は彩の国スポ

ーツ功労賞を贈るというふうに発表しました。毛呂山町出身ということで

すけれども、西地区の埼玉栄高校を卒業されたということで、これまで市

に関連するオリンピック選手等々に贈ってきたさいたま市文化賞、こちら

とか、あるいは別の賞等をですね、贈る、もしくは検討するというご意思

というのはあるんでしょうか。 

〇 市  長   そういう意味では今、毛呂山出身ということが全面に出ておりますが、

埼玉栄高校の出身ということもありますので、今後検討していきたいと思

っております。 

今回の世界水泳で金メダルをとったということはですね、大変大きな快

挙だと私たちも思っておりますので、これから次のオリンピックに向けて

その他：

世界水泳で優勝した瀬戸選手への表彰の検討について
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も、私自身も期待していますし、応援もしていきたいと考えておりますの

で、今回の快挙についてまた改めて市としても検討していきたいと思いま

す。 

〇テレビ埼玉   ありがとうございます。 

〇 時事通信   時事通信です。お願いします。 

         靖国問題について伺います。来週終戦記念日で、安倍総理含めて４人の

閣僚が参拝を見送る一方ですね、数人の閣僚が参拝するというふうに一部

伝えられておりますけれども、こういった動きを市長どうごらんになって

いるかということと、市長ご自身、８月１５日に靖国神社に参拝するお考

えがあるかどうか、あわせてお願いします。 

〇 市  長   まず、私自身については、参拝をするつもりはございません。 

         あと、総理を初め各閣僚の皆さんにおかれましては、それぞれの一人の

政治家として、またそれぞれのお立場を十分に考えていただきながら、総

合的な判断の中で行動していただくことが必要だと思っております。 

〇 ＮＨＫ    いかがでしょうか、そのほかどうぞ。 

〇 読売新聞   読売新聞といいます。 

         ８月の人事の件でちょっとお伺いしたいんですけれども、元自民党市議

の吉田さんが任期付きの採用としてされていますけども、元自民党市議の

ということで、選挙の際には清水陣営をお手伝いされたということも聞い

ていますが、今後議会との間で何か新しい火種になったりしないかという

点と、あと職員の間に戸惑いなどがないか、市長は感じられていないか、

ちょっとお伺いしたいんですけども。 

〇 市  長   吉田さんを採用したということについては、私自身は２期目のスタート

に当たりまして、この「幸せ実感都市」、そして「選ばれる都市」を実現

をしようということで、「新しあわせ倍増計画」とか、あるいは「新成長

その他：閣僚等の靖国神社への参拝について

その他：

８月に採用した任期付職員の採用について
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戦略」というものも掲げて取り組んでいこうということで、それに向けて

政策的に強くて、しかもさいたま市のことを十分に理解している人材が必

要であるというような強い認識を持ちまして、その中で適材がいないかと

いうことで考えてまいりました。 

その中で、やはり自民党の元市議という部分もございますけれども、彼

自身は明治大学の研究員というような立場で、これまでも国内外の自治体

の研究に取り組んできたという実績もございますし、かつまた、いろんな

さいたま市の行政についても精通しているというところがありますので、

その中で吉田さんに白羽の矢を立てて、なっていただくということにさせ

ていただいたところでございます。 

その中で、８月１日から新しく就任された総合政策監とともに連携をし

ていただきながら、この政策の推進に当たっていただきたいと思っており

まして、その中でそういったことを議会の皆さんにも十分ご理解をいただ

けるようにしていきたいと思っております。また、職員の皆さんにもそう

いったことで十分ご理解いただけるものと考えております。 

〇 読売新聞   自民党会派の一部からは、論功行賞じゃないかと批判的なちょっと見方

も出ている、があると思うんですけども、その辺、理解は得られる、どう

やって理解を得ていくのか、もしあればちょっと伺いたい。 

〇 市  長   今言った趣旨を、やはり十分に説明をしていくということだろうと思い

ます。 

〇 読売新聞   新しい火種とかにはなるとは思わない。 

〇 市  長   そうですね、そうはならないだろうと考えております。 

〇 読売新聞   わかりました。ありがとうございます。 

〇 埼玉新聞   済みません、関連してなんですけれども、吉田さんは自民党市議団の会

派で、政策立案の中心でかかわっていたというふうに聞いているんですけ

れども、あえて市長がですね、その政策担当ということで登用することに

よってですね、議会全体も含めて、オール与党的な立場といいますか、政

策への協力体制を築いていくというような趣旨もあるんでしょうか。 

〇 市  長   吉田さんのことがイコールそれに結びつくかどうかはわかりませんけど

も、私としては２期目当選させていただいて以来、もちろん政策のよしあ

しについての議論はしっかりしていきましょうというスタンスでありま
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すが、できるだけ政局的な動きにつながらないように、やはり同じ危機感、

同じ問題意識を持ちながら、議会の皆さんと一緒に議論をして議会を進め

ていきたいという思いがございますので、そのことについては変わってい

ないスタンスでおります。 

その中で、それイコール今回の吉田さんの人事とが結びついているとい

うことではありません。 

〇 埼玉新聞   じゃ、自民党市議団との橋渡し的な役を期待されているということでは

ないわけですか、政策的な。 

〇 市  長   そうです。 

〇 埼玉新聞   その期待はない。 

〇 市  長   結果的には、どういう形になるかわかりませんけれども、一部でそうい

う火種になるんではないかというご心配もされている向きもございます

し、もう一方でやっぱりうまくそういう役割を果たすんじゃないかという

向きもありますけど、これは今後そういうことを、そのことだけをやって

いくわけではなくて、むしろ政策を遂行していく、それから立案をしてい

くという部分の中で力を発揮してもらう、その中で多少いろんな調整役も

出てくるかもしれません。 

ただ、それが政策を立案し、実行していくという部分での力を期待して

というものでありますので、その中で彼自身のこれまで培ってきたさまざ

まな能力を発揮してくれるんだろうと思っております。 

〇 埼玉新聞   あと、職務でですね、他の市町村との調整とか県との調整、市議会との

調整と書かれていたんですけれども、同じような役割で、木下副市長を採

用するときに最初参事ということで採用されまして、それから特別職とい

うことになったと思うんですけれども、そのような特別職として後に採用

する可能性は。 

〇 市  長   今のところ考えておりません。 

〇 埼玉新聞   そうですか。 

〇 市  長   はい。 

〇 時事通信   ２点お願いします。 
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１点目は、消費増税に関してです。安倍総理は、秋にもですね、増税の

時期を明らかにするとされていますけれども、市長は予定どおり来年の

４月に引き上げることが適当だとお考えになっているかどうかということ

と、２点目がですね、済みません、靖国の関係で追加の質問なんですが、

これまでもですね、今回参拝はされないということなんですが、靖国神社

に参拝されたことがあるかどうかということと、それからご自身今回は参

拝されないということなんですけども、それはやはり閣僚とかにもですね、

参拝することについて、諸外国との関係とかいろんな悪影響を懸念されて

いるということなんでしょうか、２点お願いします。 

〇 市  長   １つは、それ８月１５日にという意味ですか、私が行く。 

〇 時事通信   １５日ではなく、以外も含めてです。 

〇 市  長   ８月１５日以外も含めてということであれば、靖国神社に参拝したこと

はございます。 

         それから、もう一つの質問についてですけれども、これはやはり一人一

人、一人の政治家であろうと思います。ただ、一方でやはり社会的な立場、

あるいは国際的な立場、役割ということもあるかと思います。 

ですから、それらを総合的に判断をしていくべきかどうかというのは、

ご自身で判断する必要があるということを申し上げたわけでございまして、

行くほうがいい、行かないほうがいいということは、私からはあえて言う

つもりはございません。 

〇 時事通信   消費増税に関して。 

〇 市  長   消費増税ですね、非常に難しいですけども、現時点では私たち地方レベ

ルというか、地域レベルでは、数字は少しいい数字が出てきている部分も

ありますけれども、まだやっぱり景気がよくなってきたという実感までは

いっていないのが現状かなというふうに思っております。 

けれども、そういった中で来年度増税をするということがいいタイミン

グなのかということは、やはり全体を見渡して安倍総理に判断をしていた

だくことなのかなと思っております。 

         ただ、もう一方で、やはり財政再建ということも私たち大きな課題だろ

その他：

①消費税増税についての市長の見解

②靖国神社への参拝について
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うと思っておりますので、そういった総合的な見地から、やっぱり決断を

していただきたいと思っております。 

〇 時事通信   市長ご自身としては、総理がどう決断されるかは別として、やはり４月

に予定どおり上げたほうがいいというお考えなんでしょうか。 

〇 市  長   非常に現状は微妙なところですね。想像していたよりまだ景気が上昇し

ているとは言いがたいという中で、導入されることへの景気への悪影響と

いうのもやっぱりかなり懸念をしていく必要があるのかなとは思ってい

ます。 

〇 時事通信   ありがとうございました。 

〇 埼玉新聞   関連してですね、安倍総理は経済専門家だけではなくて、さまざまな分

野の人から意見を聞いて決めたいというふうにニュースで伝えられてい

ますけれども、もし地方からの意見ということで、市長がですね、安倍総

理から聞かれた場合、どのようにお答えになりますか。 

〇 市  長   そうですね、そのタイミングにもよると思うんですね。 

今現在であるのか、あるいはもうちょっと先のときに聞かれるのかで、

多分状況は違うと思いますけど、現時点だとちょっとやっぱりタイミング

をよく見きわめたほうがいいんではないかと（思います）。 

それは、やるべきだとか、やらないべきだということではありませんけ

れども、景気が上向きかけているところなので、今やるべきなのかどうか

ということは、やはり判断のしどころかなというふうには思っています。

これが１１月とか１２月になると、もうちょっと明確になってくるんだろ

うと思いますけど、今時点だとまだちょっと、すごく難しいでしょうね、

９月ぐらいに総理は判断されるということでしたですかね。 

〇 ＮＨＫ    各社いかがでしょうか。 

〇 埼玉新聞   ちょっと時間がたっているんですけれども、憲法改正議論で麻生副総理

がですね、ナチスの手口に学んだらどうかという発言をしたことで国内外

で批判が起きていまして、それについて、そうした発言が国益を損なうん

じゃないかという指摘も出ているんですけれども、市長のこの発言につい

てのご見解を伺えますか。 

その他：先日の麻生副総理の発言について
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〇 市  長   麻生大臣のちょっと真意はよくわかりませんけれども、例え話としては、

恐らく余り適切ではなかったと思います。 

〇 埼玉新聞   どのように適切じゃないか、もう少し一言お願いします。 

〇 市  長   麻生大臣が何を伝えたかったのか、言いたかったのかは、私はちょっと

全体のそのパネルディスカッションの状況がわかっておりませんので、具

体的には言い方がこうだったというところまではちょっと申し上げられ

ませんけれども、その憲法の改正について議論している中での事例として、

ドイツ、あるいはナチスの状況を表現して参考にしてはというような言い

方をされたということについて、やはり例示としては適切ではなかったと

私は思っています。ですから、麻生大臣がどういうことを言いたかったの

かわかりませんけども、その真意が十分伝わっていないというふうに思い

ます。 

〇 ＮＨＫ    各社いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

         ごめんなさい、最後に、これ質問というか、要望なんですけれども、今

週の５日の日にですね、保育所で大腸性（腸管出血性）（会見後訂正）大

腸菌Ｏ２６による感染症の記者レクがありました。 

その中で、まずプライバシーということで保育所名は出されなかったと、

埼玉県内でも出している市ありますし、全国的に出すのも当たり前なんで

すけれども、そこがどこか特定してしまうと、ということでした。 

そこまではまだわかるんですけれども、あとは区名も出さない、あと年

齢も出さないということで、５歳未満の女の子、男の子ということだった

んですけれども、これはですね、全国的にいっても、私都庁担当していま

したけど、都でも必ず出していましたし、ほかの自治体でも出しています

し、それが個人を特定するというのは考えられないんですね。 

さいたま市と言えば１４６カ所も保育所があるそうで、そこが年齢出す

ことで、この子がかかった、この子がかかっていないということはないの

で、例えば聞いてみると、今までもずっとそういうような形でけんけんが

くがくと出す出さないで、それで記者レクもかなりの時間をその部分で費

その他：

感染症等に関する報道発表基準の緩和について（要望）
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やして、本題のほうになかなか入れなかった状況がありますので、これは

要望なんですけれども、そういう点は、年とか区名とかというのは出すと

いうような形でお願いしたいんですね。 

もしもっと大きな、新型インフルエンザ１例目が横浜市でありましたけ

ども、ああいうのがさいたま市であるということは、大さいたま市であれ

ばあり得るので、そういうような形で記者に対する発表、もうちょっと踏

み込んだ形でお願いしたいと思うんですが。 

〇 市  長   要望としてお伺いをさせていただきます。 

         １つは、公衆衛生の観点と、もう一つはやはりプライバシーの部分にも

私たちも配慮しなくちゃいけないということもございますので、そういっ

たことをもう一回踏まえて、よく検討をさせるようにしたいと思います。 

〇 ＮＨＫ    政令指定都市でですね、多分出していないところってもうないと思うん

ですね、年とか。保育所名というのは、各自治体の判断でしょうけども、

年齢と区名までは必ず出していただきたいと思いますので、検討よろしく

お願いします。 

         以上でいかがでしょうか、よろしいでしょうか。 

         本日は、どうもありがとうございました。 

〇 進  行   以上をもちまして、市長定例記者会見を終了させていただきます。

         なお、次回の開催につきましては８月の３０日金曜日、１３時３０分から

を予定しておりますので、よろしくお願いいたします。どうもお疲れさまで

ございました。

午後２時１７分閉会

※ この議事録は、明らかな言い直し、重複した言葉遣いなどを読み易く整理

したものを掲載しています。なお、会見後追加・訂正・補足等された文言等につ

いては（  ）あるいは「会見後訂正」とし、下線を付しています。


